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　　　　 第１号様式（第７条関係）

認 証 番 号

●環境物品の調達（ グリーン購入） の目標達成に努める。
▲省エネ・省資源化を推進し、環境負荷の低減に努める。
■温室効果ガスの排出抑制に努める。・・・温室効果ガスの排出を抑制
するために、具体的な対策を盛り込んだ自主行動計画を策定し、平成２
４年度までに排出量を平成１８年度比６％減とする目標を掲げ、達成に
向けて取り組んでいる。平成２４年度以降も、引き続き平成１８年度比
６％減の目標を掲げている。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

●毎年度「環境物品等の調達の推進を図るための方針」（以下「調達方針」とい
う。）を策定し、品目ごとに数値目標を決めて取り組んでいる。
▲軽装の励行、昼休み時間の一斉消灯、紙資源の節減、コージェネレーションシ
ステムの活用、エネルギー使用の合理化に関する法律（ 省エネ法） の取組を
行っている。
■国及び独立行政法人等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の
推進に関する基本方針に基づき、可能なものから温室効果ガス等の排出の削減に
配慮した契約の締結の推進を図っている。

（ 宛 先 ） 京 都 市 長

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
東京都目黒区東が丘２丁目５番２１号

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　平成２７年　７月３１日

本部
グループ（ 全国６ ヶ所）
病院（ 全国１４３ ヶ所）

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価見直しの必要性については、原則として１年に１回検討して
いる。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

●この調達方針に基づき、調達する品目に応じて、できる限り環境負荷の少ない
物品の調達に努めてきた。

▲軽装の励行－事務室内等の適正な温度管理を実施のため、５月１日から１０月
３１日まで軽装を励行している。
昼休み時間の一斉消灯－『省エネ』及び『温室効果ガス排出の抑制』を意識して
もらうために、昼休み時間には一斉消灯を実施している。
紙資源の節減－会議資料の両面印刷やミスコピー等の再使用を進めてきた結果、
購入量が減少した。
コージェネレーションシステムの活用－全国１１病院においてコージェネレー
ションシステムを導入し、省エネルギー対策に努めている。
エネルギー使用の合理化に関する法律（ 省エネ法） の取組－機構本部役員から
エネルギー管理統括者を選任し、当機構全体としてエネルギー使用原単位（ 延
べ床面積あたりのエネルギー使用量） 年平均１％ 以上の低減を目標として省エ
ネルギーに取り組んでいる。

環境マネジメントシステム導入報告書

独自のシステム

氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）
独立行政法人国立病院機構
　　　　　理事長　 桐野　髙明
　　　　　　　　　電話  03-5712-5050

　京都市地球温暖化対策条例第２２条第２項の規定により報告します。

導 入 年 月 日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

注　認証番号の欄は，導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

省エネルギーの推進
省資源化の推進
廃棄物の適正管理・減量化の推進

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

これまで違反及び行政当局からの指摘はなかった。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

●前年度よりも目標達成品目数は増加した。引き続き、病院の運営状況
に留意しつつ、更に調達目標値を達成する品目が増えるよう努力する。
▲当初計画通りに取り組みを行っている。引き続き努力する。
■前年度と比較すると、機構全体としてのエネルギー資源投入量は増加
となった。この結果を踏まえて、今後もさらなる省エネルギーに取り組
み、エネルギー投入量の削減、費用の節減を目指し、地球温暖化の抑制
に貢献していけるよう努力する。

基 本 方 針


